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コンサルコンサルタントコンサルタント 　「コンサルタントの現場から」のコラムは、

コンサルタントがコンサルティング等の現場

で見聞きしたことの中から、参考になるので

はないかという四方山話を綴ったものです。

＜執筆者プロフィール＞   

　大手家電メーカーにて、海外経営責任者などの要職を歴任後、ジェムコ日本

経営に入社。2007 年執行役員、2011 年取締役、2015 年 6 月より現職。上場

企業経営トップおよびボードメンバーへの顧問型経営支援をはじめ、グローバ

ル戦略の構築から、製造現場の現場力向上、品質革新など、経営全般にわたり幅広く活躍している。

実践に裏打ちされた「わかりやすい」コンサルティングが身上。「ものづくり経営入門」（日経

BP）他、雑誌や媒体への執筆、講演も多い。

　主な資格は、ICMCI（国際公認経営コンサルティング協会）認定コンサルタント、公益社団法

人全日本能率連盟認定マスターマネジメントコンサルタント、経済産業大臣登録中小企業診断士

㈱ジェムコ日本経営   /   常務理事 グローバル事業担当
高橋 功吉 （たかはし こうきち）

東京オリンピックの準備は進むが…

　2020 年の東京オリンピック・パラリンピックの開催に向けて競技

会場や宿泊施設をはじめとした建設が進められている。また、大会

を支えるポランティアの募集も行われ、着々と準備は進んでいるよ

うに見える。

　しかし、世界各国の選手団や関係者、また、応援に駆け付けるで

あろう多くの外国人の受け入れということからすると、このような

準備だけで大丈夫だろうか。

先進国の常識

　筆者は、欧米をはじめとした先進国から帰国すると、いつも気に

なることがある。それは日本の交通マナーの悪さだ。先進国では横

断歩道を渡ろうとすると、必ず車は停車して歩行者の横断を優先す

る。これが当たり前だ。しかし、同じ感覚で日本の横断歩道を渡ろ

うとすると、停車どころか邪魔だといわんばかりに歩行者を無視し

て走り去る車があまりに多い。はねられそうになることもある。ま

たいつまでたっても渡ることができないということもある。日本も

交通ルールでは歩行者が渡ろうとすれば停車しなければならないこ

とになっているが全く守られていない。まるで中国だ。横断歩道で

停車するのが当たり前の先進国の人が来日すると、横断歩道で停車

してくれないことに危険を感じると共に、一体どういう国だろうか

と感じるはずだ。ちょうど、世界各国で中国人が非常識な行動でひ

んしゅくを買っているのと同じだ。

　先進国であれば常識の行動が未だに日本では徹底されていない。

自転車の走行もそうだ。日本では自転車が通行可能な歩道以外は、

70 歳以上か小学生以下しか歩道の走行は許されてないが、それを無

視して呼び鈴まで鳴らして歩行者にどけと言わんばかりの運転をす

る者までいる。これほどまでに交通ルールを守らない国は、先進国

にはない。

先進国の仲間入りに向けて

　2020 年の東京オリンピック開催まで、後わずかだ。それまでに先

進国の常識が日本にも徹底されるだろうか。先進国の仲間入りがで

きるか否かは、先進国の常識が日本でも徹底された時だ。社会のルー

ルを誰もが守ることがその第一歩だが、そういう意味では日本が先

進国の仲間入りできるのはいつのことだろうか。

  政府も東京都も、これら世界の常識を徹底しようという行動がど

れだけ行われているだろうか。各企業が行なうのと同じようにルー

ルを徹底するためにはあらゆる機会を通じて言い続けることだ。あ

らゆる媒体を使って交通ルールの徹底を図るなどの取り組みがあっ

てもよいのではないだろうか。

  折角開催される東京オリンピック。日本の評判を落とすことにな

らなければよいのだがと感じるのは筆者だけだろうか。

第184回

日本はいつになったら先進国の仲間入りができる？
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